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石見銀山地区本部管内 ６月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

６月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】
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種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 28 1,103,300 206,800 500,896 -108,768 -101,304 282 275
中央 128 1,103,300 206,800 530,372 -73,583 -139,427 284 280
県 128 1,103,300 206,800 530,372 -31,297 -139,427 284 280

ヌキ
管内 37 819,500 264,000 620,644 -19,776 -88,937 309 274
中央 177 974,600 42,900 623,563 -87,197 -166,332 309 276
県 177 974,600 42,900 623,563 -63,000 -166,332 309 276

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 木下　　崇 347 301 福之姫 美津照重 平茂勝 茂重桜

2 静間 川上　　隆 318 250 幸紀雄 安福久 勝忠平 茂重桜

3 久手 ㈱農援隊清滝牧場 293 262 福之姫 幸紀雄 安福久 平茂勝

4 富山 白石　　尚 318 282 夏百合 耕富士 安福久 忠富士

5 富山 白石　　尚 357 278 紀多福 百合茂 勝忠平 安福久

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 井田 厚朴　邦広 296 294 諒太郎 安福久 百合茂 茂重桜

2 山口 三浦三重子 326 298 福之姫 光平照 第7福桜 茂重桜

3 多根 木村　　幹 277 249 愛之国 美津照重 美国桜 平糸勝

4 富山 幸村　正人 309 287 紀多福 安福久 美穂国 勝平正

5 多根 木村　　幹 288 246 美津照重 秋忠平 平糸勝 第7福桜
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銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～
⑬  

石
・
丸
太
の
攻
撃
が
終
わ
る
と
、
本ほ
ん

城じ
ょ
う

常つ
ね

光み
つ

の
合
図
と

共
に
谷
底
め
が
け
て
一
斉
に
弓
矢
が
放
た
れ
た
。
尼
子
晴

久
の
軍
勢
か
ら
廻
さ
れ
た
弓
隊
の
分
も
含
め
て
、
圧
倒
的

な
数
の
矢
が
宍
戸
軍
に
降
っ
て
く
る
。
し
か
も
山
頂
か
ら

下
に
向
か
っ
て
放
た
れ
る
矢
の
威
力
は
、
強
烈
で
あ
っ
た
。

宍
戸
軍
主
将
の
宍
戸
隆
家
は
混
乱
の
中
、
前
に
進
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
反
転
す
る
こ
と
が
難
し
い
小こ

荷に

駄だ

隊た
い

を
後
方
に
抱
え
て
い
る
た
め
、
後
退
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
馬
か
ら
下
り
て
矢
を
避
け
な
が
ら
、
窮
地
に
追
い

詰
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
方
、晴
久
の
軍
勢
と
戦
っ

て
い
る
山や

ま
の
う
ち内
隆た
か

通み
ち

の
軍
勢
は
、
背
後
の
山
頂
か
ら
降
る
弓

矢
に
晒さ

ら

さ
れ
て
陣
形
が
崩
れ
、
焦
り
に
も
似
た
恐
怖
心

で
正
面
の
晴
久
軍
を
支
え
き
れ
ず
に
じ
り
じ
り
と
押
さ

れ
始
め
、
や
が
て
堰せ

き

を
切
っ
た
よ
う
に
我
先
に
と
狭
間
方

向
に
逃
げ
込
み
、
後
続
の
味
方
と
重
な
っ
て
混
乱
に
拍
車

を
掛
け
る
形
と
な
っ
た
。
そ
こ
を
狙
っ
て
山
頂
か
ら
さ
ら

に
矢
を
放
つ
。
戦
の
流
れ
は
、
経
四
郎
が
想
定
し
た
以
上

の
展
開
と
な
っ
て
い
た
。

毛
利
の
精
鋭
で
あ
っ
た
は
ず
の
宍
戸
軍
の
兵
た
ち
は
、

完
全
に
罠
に
は
ま
り
、
か
つ
て
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
恐

怖
心
と
絶
望
感
で
戦
意
喪
失
。
動
け
る
者
は
、
た
だ
逃

げ
道
を
探
し
求
め
て
い
た
。
や
が
て
後
方
の
小
荷
駄
隊
方

向
は
敵
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
経
四
郎
は
、
宍
戸
軍

の
逃
げ
道
を
一
方
向
の
み
用
意
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ

忍
原
崩
れ
（
７
）

れ
は
追
い
詰
め
ら
れ
開
き
直
っ
た
人
間
の
死
に
物
狂
い
の

反
撃
か
ら
味
方
の
損
害
を
封
じ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
わ
ず

か
な
逃
げ
道
を
求
め
て
背
中
を
見
せ
て
い
る
宍
戸
軍
に

晴
久
軍
が
追
撃
を
始
め
る
。
弓
矢
を
放
ち
終
え
た
常
光

の
軍
勢
も
狭
間
の
山
頂
か
ら
一
斉
に
降
り
て
く
る
。
こ
の

時
代
、
雑ぞ

う

兵ひ
ょ
う

足あ
し

軽が
る

の
鎧よ
ろ
い

・
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

の
背
面
は
ほ
と
ん
ど
無

防
備
で
、
決
し
て
敵
に
背
中
を
見
せ
て
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
予
想
外
の
尼
子
軍
の
攻
撃
が
宍
戸
軍
の
兵
た
ち
か

ら
道
理
と
冷
静
な
判
断
力
を
奪
い
、
亀
谷
城
に
逃
げ
帰

ろ
う
と
し
た
多
く
の
者
が
背
後
か
ら
討
ち
取
ら
れ
た
。

一
方
、
そ
の
亀
谷
城
は
、
小
屋
原
城
を
出
撃
し
た
多
胡

辰
敬
の
軍
勢
に
囲
ま
れ
、
周
辺
の
山
の
尾
根
筋
に
多
胡
軍

の
旗
が
は
た
め
い
て
い
た
。
時
が
経
ち
、
一
方
的
な
尼
子

軍
に
よ
る
追
撃
戦
の
様
相
を
呈
し
た
一
日
が
暮
れ
か
か
る

中
、
な
ん
と
か
亀
谷
城
近
く
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
た
宍
戸
軍
の
兵
の
一
部
は
、
城
も
尼
子
軍
に
攻
略
さ

れ
た
と
絶
望
的
に
勘
違
い
し
、
ま
た
、
混
乱
し
た
亀
谷
城

の
守
兵
も
薄
暮
の
中
、
逃
げ
帰
ろ
う
と
し
た
味
方
を
尼

子
の
軍
勢
と
見
間
違
え
て
弓
矢
を
放
ち
、
同
士
討
ち
を

す
る
始
末
で
あ
る
。

結
局
、
宍
戸
軍
は
、
名
だ
た
る
武
将
を
始
め
と
す

る
千
人
を
超
え
る
戦
死
者
と
多
く
の
負
傷
者
を
出
し
、

這ほ
う

々ほ
う

の
体て
い

で
散
る
よ
う
に
退
却
、
捨
て
ら
れ
た
小
荷
駄

の
補
給
品
は
、
尼
子
軍
の
戦
利
品
と
な
っ
た
。
ま
た
、
味

方
の
大
敗
を
知
っ
た
亀
谷
城
の
守
兵
は
、
夜
に
な
る
と
城

を
捨
て
て
逃
げ
た
の
で
、
明
け
方
に
総
攻
撃
を
行
っ
た

多
胡
辰
敬
は
難
な
く
城
を
占
拠
し
た
。
毛
利
元
就
は
、

宍
戸
隆
家
に
続
く
吉き

っ

川か
わ

元も
と

春は
る

の
軍
勢
を
進
め
て
い
た

が
、
多
胡
辰
敬
が
亀
谷
城
で
待
ち
構
え
て
い
た
の
で
、

毛
利
軍
は
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

援
軍
の
望
み
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
山
吹
城

主
刺さ

す

賀か

長な
が

信の
ぶ

は
、
既
に
兵
糧
が
尽
き
、
戦
う
こ
と
も

叶
わ
ず
覚
悟
を
決
め
た
。
最
後
は
名
を
惜
し
む
。
城

兵
の
助
命
を
条
件
に
開
城
を
申
し
出
た
。“
こ
こ
は
武

士
の
情
け
”と
晴
久
も
城
内
の
毛
利
の
兵
が
安
芸
に
帰

還
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
山
吹
城
を
明
け

渡
し
た
刺
賀
長
信
は
、
湯ゆ

津つ

山や
ま

海か
い

蔵ぞ
う

寺じ
（
温
泉
津
町

温
泉
津
）に
移
さ
れ
、
毛
利
の
目
付
と
共
に
自
刃
し
た
。

毛
利
氏
が
忍
原
崩
れ
と
名
付
け
た
こ
の
戦
い
で
一い

ち

躍や
く

時
の
人
と
な
っ
た
本
城
常
光
は
、
尼
子
晴
久
の
信
任
い

よ
い
よ
重
く
、
石
見
国
人
に
し
て
尼
子
直
属
の
武
将
と

同
等
の
扱
い
と
な
り
、
奪だ

っ

還か
ん

し
た
山
吹
城
と
石
見
銀
山

を
晴
久
か
ら
直
々
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
石
見
銀
山
は
再
び
、
尼
子
氏
が
支
配

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
次
回
に
続
く
〉

湯津山海蔵寺跡付近
後に毛利元就は、刺賀長信を偲

しの

んで度々訪れた
という。寺は毛利氏の防長移

い ほう

封時に萩に移され、
総
そう

源
げん

山
ざん

海
かい

潮
ちょう

寺
じ

と改められた

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。
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年金無料相談

8月28日（日）JA仁摩支店
☎0854-88-2120

8月の 外勤日（ふれあいの日）は

17日（水）・18日（木）・19日（金）
複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00 ～ 14：00
※8月17日（水）： 三瓶店、
　高山店は休業いたします。

「大田っ子の美味しい夏休みを楽しもう！」
今月の料理

①SDGsピザ　～余り物で簡単！ 親子で一緒にクッキング♡～
＜材料（２人分）＞
　・食パン　２枚　　・バター　20g
　・惣菜（残り物のおかず、ゆで卵、ストかま、ツナ缶 など）　50g
　・地元野菜（ツルムラサキ、アスパラガス、ミニトマト、バジル など）　20g
　・とろけるチーズ　20g　　・タルタルソース　適量
　 ‌※食パンととろけるチーズさえあれば、あとは好きな材料を乗せるだけ!!
＜作り方＞
　❶ ‌�食パンを*セルクル等でくり抜く。
　❷ ‌�❶にバターを塗る。
　❸ ‌�❷にお弁当や残り物の惣菜、野菜などをお好みで乗せ、タルタルソースをかけ、とろけるチーズを乗せる。
　❹ ‌�❸をアルミホイルを敷いたオーブントースターで焼き、焼き色がついたら出来上がり。
　※食パンをくり抜いて残ったパンの耳は小さく切り、油でカリッと揚げて、クルトンにする。（スープに入れても美味しい!!）
　　→砂糖やきな粉をまぶすと、子どものおやつになります。（これもSDGsですね!!）
　＊セルクル … ケーキやクッキー等で使用する型抜きの型

②そうめん冷やし中華風　～おうちごはんは、オーダーメイド DE のっけ盛りぶっかけそうめん！～
＜材料（２人分）＞
　・そうめん　２束　　・そうめんつゆ　適量

【お好み具材】
　・錦糸卵　50g（卵１個分）
　・地元野菜（ネギ、きゅうり、トマト、おかひじき など）　適量
　・薬味（ショウガ、ミョウガ、わさび、大葉 など）　適量
　・焼肉（牛肉切り落とし、玉ねぎを焼き肉のたれで炒める）　60g
　・季節のフルーツ（ぶどう、プラム、ブルーベリー など）　60g
　・地元の魚（シロイカ、たこ、しらす、バイ貝 など）や豆腐　60g
＜作り方＞
　❶ ‌�そうめんを茹で、冷水にとる。
　❷ ‌�それぞれのお好みの具材をトッピングし、薬味を添える。
　❸ ‌�そうめんつゆを回し入れて出来上がり。

③オムライス　～インスタ映えも楽しめる本格風オムライス～
＜材料（２人分）＞
　・ご飯　200g（ご飯の代わりに、冷凍チャーハンやチキンライスでも可）
　・玉ねぎ　30g　　・鶏肉　30g　　・ピーマン　20g　　・卵　４個　
　・牛乳　100cc　　・バター　40g　　・トマトケチャップ　40g
　・野菜（トマトや夏野菜）　適量　　・砂糖　適量　　・塩　適量
　・コショウ　適量　　・油　適量
＜作り方＞
　❶ ‌�フライパンに油を引き、鶏肉や玉ねぎ、ピーマンを炒める。
　❷ ‌�❶にご飯を加えて、塩、コショウ（または、トマトケチャップ）で味を調

えて、皿に盛る。
　　 ‌�※冷凍チャーハンやチキンライスを電子レンジで温める。
　❸ ‌�卵に牛乳、塩、砂糖を加え、バターが溶けるまで熱し、フライパンで１

人分ずつとろとろ卵を作る。
　❹ ❷に❸をかぶせて出来上がり。

①

②

③

　島根県立大学
　看護栄養学部健康栄養学科
　教授　今中 美栄 さん

提供：JAしまね石見銀山地区本部

季節の季節の
フルーツフルーツ

地元の魚地元の魚

焼肉焼肉
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